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研究の全体概要 

 

本研究では、高電圧パルス破砕技術及びその他の物理選別技術を組み合わせることで、対象とする

複合材料（フレキシブルタイプの太陽光発電パネルや合わせガラス等）中の多種材料を選択的に分離

回収するプロセスの確立を目指す。このような複合材料では高価な金属の含有量が非常に少ない（あ

るいは無い）ため、効率的かつ安価なリサイクル技術開発が必要不可欠である。そのため、高電圧パ

ルス破砕技術の適用性に関する検討は、大きな社会的・工業的意義があると考える。 

研究では、実験的に高電圧パルス破砕技術とその他の物理選別技術の組み合わせによって、対象を

選択的に破砕、分離し、効率的にリサイクルすることを目指す。まず、様々なパルス破砕条件で対象

の破砕実験を行い、破砕物の詳細分析を通して、高電圧パルス破砕の破砕効果を評価する。破砕条件

としては、試料サイズ、パルス放電の向き、電極間距離、電圧等が想定される。フレキシブルタイプ

のパネルでは、樹脂層と発電デバイス層の分離の度合いや、剥離した部材の粒度や組成、樹脂層への

放電によるダメージについて評価する。合わせガラスを対象とした場合には、樹脂層（PVB等）から

のガラスの粗粒での剥離率や粒子形状、樹脂層の物理・化学的な変化について詳細分析を行い、各部

材のリサイクル可能性について検討する。樹脂層へのガラスの付着量が受け入れ基準値以下となるよ

うな条件の確立を目指す。必要な場合には、破砕後のより詳細な物理選別フローを提案するため、詳

細な粒度、粒群毎の組成、密度の測定等も行う。また、既存の溶剤を利用した環境負荷の大きな処理

手法や、その他の一般的破砕方法との比較検討も行い、本手法の優位性を定量的に評価する。 

 



研究の全体概要図 

 

 


